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• Argoとは︖ その背景と実績
• OneArgoの背景と現状
• 海洋科学の10年 と OneArgo
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Argoの背景︓
⼈為起源の温室効果ガスがもたらす放射収⽀の不均衡に起因する
地球温暖化への、科学的知⾒に基づく緩和策・適応策の必要性

不均衡分の熱の90％以上を溜めているとさ
れる海洋の変化の監視と理解が、温暖化する
地球における⼈類の持続的発展には不可⽋

21世紀はじめの地球のエネルギー収⽀
（IPCC AR6, 2021）



Argoとは―
プロファイリング フロート による全球海洋観測システム

Argoを構成する
プロファイリングフロートを
Argoフロート
と呼んでいる。
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Argoフロートの動作
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Argo構築の経緯
• 国際Argoプログラムにより1999年から構築はじまる。
• 延べ30か国以上が参加し、海⾯〜深度2000mまでの⽔温・塩分を観測する
3000台以上のフロートからなる観測網が2007年に完成し、維持されている。

・・・Argoは「有志連合」によって維持されている

データはすべてほぼ12時間以内
に公開され、誰でも⾃由に利⽤
できる。オープンデータ︕

気象予報や海況予報にも活⽤
されている。



Argoの実績
全球海洋を⼀⻫に観測する単⼀の装置（“海洋
内部を測る⼈⼯衛星”）のように機能

• 地球の熱吸収等の物理過程の理解を刷新し、
「温暖化停滞期」（2000年代から2010年代前
半）にも海洋に熱が蓄積され続けていたことを実
証したほか、気候・海況予報の精度向上に貢献
• Argoのデータを利⽤した学術論⽂は約6500編

2014年以降、1⽇に1〜2編
• ⽇本は、開始後数年は全体の20〜25％を担い、
⽶国とともにArgo実現を牽引

地球に溜まった
熱の推移

IPCC AR5 (2013)
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OneArgoの背景
• Argoの成功を受けて、その拡張のニーズと期

待が⾼まった。
• 地球温暖化の把握には、海⾯から海底までの

全層の観測が必要
→Deep（深海）ミッション

• 海洋による⼆酸化炭素の吸収や、それに伴う
海洋酸性化、温暖化に伴う貧酸素化などを
含む、⽣態系への影響の把握が急務

→BGC（⽣物地球化学）ミッション

• 深海⽤フロート
• 深海⽤センサー

⽣物地球化学
センサー:
酸素, pH, 硝
酸塩, クロロ
フィル, …



OneArgoの観測網デザイン

Coreフロート 2500台
（2000mまでの⽔温・塩分）
Deepフロート 1200台
（海底までの⽔温・塩分）
BGCフロート 1000台
（Coreの観測＋⽣物地球化学変数）

海洋観測に関する世界的コンセンサス形成を⽬的とする国際会議OceanObsʼ19における
コミュニティ・ホワイトペーパー（20か国・80名以上の共著者）として計画が⽴案され、承認された。

計4700台



国連海洋科学の10年 プロジェクト︓OneArgo
OneArgo: An Integrated Global, Full Depth and 
Multidisciplinary Ocean Observing Array for Beyond 2022

（全球・全深度・学際的な統合海洋観測アレイ）
• 「7つの海」（7つの⽬標）すべての実現に不可⽋なデータ・情報を供給

きれいな海 / 健全かつ回復⼒の⾼い海 / ⽣産的な海 / 予測できる海 / 安全な海 / 開かれた海 / 夢のある魅⼒的な海

• 「10の課題」のうち「課題7: 持続的な海洋観測システムを確保しデータ・情報を
全てのユーザに提供」に直接貢献し、他の6つの課題にも貢献
• SDGsの⽬標14のほか、⽬標4, 9, 13に貢献



OneArgoの⽬標達成度は︖

初期⽬標
約3000台

約4700 (約3800台)
2500 Core 1000 BGC 1200 Deep

フロート総数を増やしつつ、⼀部をBGC・Deepに⼊れ替えていく活動・・・停滞（総数は減少︕）
→フロート・センサーの⻑寿命化はもちろん、⼤幅な予算増（従来の3〜4倍以上）が必要だが・・・

拡張⽬標
約3800台 OneArgo 約4700台
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学術研究の⼤型プロジェクト「ロードマップ2023」に掲載

•⽇本海洋学会をはじめとする⽔産・海洋科学研究連絡協議会参加
17学会の⽀持を得た。

•国際的なコンセンサスを得た計画だが、実施が停滞していOneArgo
を、現⾏のArgo構築時のように⽇本がリードする。

•同時に、OneArgoのデータを活⽤した分野融合の海洋研究を推進
するための国内体制を構築する。

計画名称︓統合全球海洋観測システム
OneArgo の構築と海洋融合研究の推進

実施主体︓東北⼤学
連携機関︓
海洋研究開発機構・気象庁

⽇本における動き



OneArgo の実現へ向けて

• OneArgoは「7つの海」の実現に不可⽋なデータ・情報を供給するはず。
• データの活⽤（データプロダクト作成を含む）がまだ不⼗分/限定的であ
る。
• 幅広いプロジェクト/プログラムと連携して、課題解決に直接貢献するプロ
ダクトを作成する必要がある。

→予測、⽣態系保護、⾷料供給、安全、技術⾰新、夢と魅⼒・・・
• 国連海洋科学の10年は、幅広い連携のプラットフォームを提供
• OneArgo実現のための資⾦を確保するためにも、幅広い関係者（ス
テークホルダー）との共創（co-design, co-creation）を進める必
要がある。



OneArgo の実現へ向けた最新のアクション:UNOC3へ

• OOSCでのOneArgoタウンホール ↑
• OneArgoパースペクティブ・ペーパー →

科学と社会に貢献するOneArgoを2030年までに共に作ろう
OneArgoは単なる科学的なアップグレードではなく、私たちの
海洋と未来のためのグローバルな「備え」


